
 向
け
て
女
性
自
身
が
取
り
組

む
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

竹
信
さ
ん
の
基
調
講
演
「
男

女
平
等
は
進
ん
だ
の
か
～
女

性
活
躍
、
女
性
版
骨
太
方
針
の

課
題
～
」
で
は
、
「
政
府
の
進

め
る
女
性
活
躍
と
女
性
版
骨

太
方
針
は
、
女
性
の
権
利
よ
り

も
経
済
成
長
を
基
盤
と
し
て

い
る
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

「
権
利
拡
充
と
差
別
是
正
を

女
性
自
身
が
取
り
組
み
、
女
性

が
一
人
の
人
間
と
し
て
生
活

で
き
る
賃
金
と
と
も
に
育
児

や
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
拡

充
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
こ
と
、
ま
た
、「
声

を
あ
げ
る
勇
気
の
な
い
人
の

声
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

労
働
運
動
」
の
重
要
性
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
『
女
性
版
骨
太
方
針
』
は
良

い
も
の
に
見
え
る
が
、
自
己
責

任
論
に
基
づ
い
た
実
効
性
の

な
い
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
」
と

の
気
付
き
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
報
告
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
客
乗
争
議
団
長
の
鈴

木
圭
子
さ
ん
か
ら
不
当
解
雇

撤
回
、
石
川
県
本
部
七
尾
市
職

労
の
藤
田
さ
ん
か
ら
被
災
地

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報

生
の
う
ち
長
く
時
間
を
過
ご

す
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か

り
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
。 

・
子
の
看
護
休
暇
の
拡
充
の
取

り
組
み 

・
生
休
・
年
休
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策 

「
憲
法
と
平
和
、
人
権
に
つ
い

て
考
え
る
」
分
科
会 

 

助
言
者
か
ら
「
平
和
憲
法
を

の
批
准
に
む
け
た
課
題
が
出

さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に

告
を
受
け
、
労
働
組
合
と
し
て

安
心
、
安
全
な
職
場
を
つ
く

り
、
守
っ
て
い
く
必
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。 

 

柚
木
さ
ん
の
記
念
講
演
「
女

性
の
権
利
を
国
際
基
準
に
！

女
性
労
働
運
動
で
均
等
待
遇

の
実
現
を
！
」
で
は
、
職
場
で

の
格
差
是
正
の
活
動
、
女
性
差

別
撤
廃
条
約
の
選
択
議
定
書

「
賃
金
と
働
き
方
」
分
科
会 

自
治
労
青
年
部
女
性
部
が

作
成
し
た
賃
金
リ
ー
フ
の
活

用
、
基
本
的
な
賃
金
と
働
き
方

に
つ
い
て
学
習
。 

・
育
休
取
得
に
伴
う
昇
給
延
伸

の
完
全
復
元
の
取
り
組
み 

・
人
員
確
保
の
取
り
組
み 

「
健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
づ
く
り
」
分
科
会 

助
言
者
か
ら
「
職
場
は
、
一

守
っ
て
き
た
時
代
が
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
声
を
上
げ
ら

れ
な
く
な
る
前
に
声
を
上
げ

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と

指
摘
。 

・
地
域
で
の
３
・
８
国
際
女
性

デ
ー
の
取
り
組
み 

・
地
域
で
の
平
和
の
取
り
組
み

（
花
岡
事
件
） 

「
女
性
部
の
組
織
強
化
と
仲

間
づ
く
り
」
分
科
会 

 

助
言
者
か
ら
「
社
会
構
造
や

女
性
特
有
の
課
題
解
決
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
行
動
す
る
こ

と
が
大
事
で
、
一
部
に
負
担
を

か
け
な
い
で
運
動
し
て
い
く

こ
と
だ
」
と
提
起
。 

・
高
松
非
常
勤
労
組
の
闘
い 

 

（
参
加
者
感
想
） 

・
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。 

・
他
県
や
他
単
組
の
取
り
組
み

を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
単
組

の
実
態
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

４
月
20
日
～
21
日
、
32
県
本
部
１
社
保
61
人
が
参
加
し
、
自

治
労
は
た
ら
く
女
性
の
集
会
を
開
催
。
竹
信
三
恵
子
さ
ん
（
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）
と
柚
木
康
子
さ
ん
（
女
性
差
別
撤
廃
条
約
実
現
ア

ク
シ
ョ
ン
共
同
代
表
）
の
講
演
や
た
た
か
い
の
報
告
、
４
つ
の
分

科
会
討
論
・
報
告
を
行
い
、
女
性
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
女
性

自
ら
が
力
を
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

分科会で課題を討論 

 

４
月
後
半
、
連
合
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
自

治
労
青
年
部
は
、
珠
洲
市

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の

聞
き
取
り
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
。 

 

道
路
は
通
行
止
め
も
多

く
、
訪
問
し
た
い
地
区
に
た

ど
り
着
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
被
災
か
ら
約

５
カ
月
が
経
過
し
て
い
ま

す
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
被
災
者

生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。 

行
政
が
行
う
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
平
時
か
ら
の
人
員
不
足

や
財
源
削
減
と
い
っ
た
合
理
化

の
影
響
を
受
け
、
災
害
へ
の
対

応
が
低
下
し
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。 
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カ
月
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過
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、
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者
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圧
迫
し
て
い
ま
す
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行
政
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行
う
ハ
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ド
面
で
の

整
備
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れ
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す
が
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時
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た
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響
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受
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災
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へ
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が
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現
状
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。 

 

け
、
青
年
が
主
体
的
に
声
を

上
げ
て
い
く
必
要
性
を
学
び

ま
し
た
。 

  〇
交
渉
で
は
思
い
を
伝
え
る

こ
と
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

を
学
ん
だ
。
心
が
折
れ
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
何

度
も
要
求
・
交
渉
す
る
べ
き

で
、
組
合
側
も
常
に
学
習
を

し
て
知
識
を
得
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

〇
当
局
の
回
答
に
は
全
面
的

に
納
得
と
な
る
部
分
が
な

く
、
反
論
で
き
る
点
が
多
く
、

学
習
し
、
実
態
を
把
握
し
て

い
く
こ
と
で
対
抗
で
き
る
、

と
い
う
感
覚
が
沸
い
た
。 

ｎ
あ
か
ｍ 

問
題
点
や
本
質
を
明
ら
か
に

し
、
要
求
項
目
を
積
み
上
げ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
分
散
会
討
論
で

は
、
参
加
者
同
士
で
生
活
・

職
場
実
態
や
改
善
し
た
い
課

題
を
共
有
し
、
課
題
の
背
景

や
原
因
を
討
論
す
る
中
か

ら
、
当
局
へ
の
要
求
書
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

３
日
目
に
は
自
治
労
総
合

労
働
局
長
の
林
鉄
平
さ
ん
を

仮
想
当
局
と
し
て
模
擬
団
体

4
月
28
日
～
30
日
に
か

け
て
、
青
年
労
働
学
校
（
実

践
編
）
が
開
催
さ
れ
16
県
本

部

29
人
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。 

青
年
労
働
学
校
（
実
践
編
）

で
は
、
前
自
治
労
中
央
執
行

委
員
長
の
川
本
淳
さ
ん
や
自

治
労
香
川
県
本
部
の
久
保
武

士
さ
ん
か
ら
講
演
を
受
け
、

『
労
働
者
の
も
の
の
見
方
・

考
え
方
』
や
自
分
た
ち
の
生

活
・
職
場
実
態
の
点
検
か
ら
、

か
わ
さ
れ
る
場
面
も
多
く
、

一
度
の
交
渉
で
は
簡
単
に
勝

ち
取
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感

じ
る
交
渉
と
な
り
ま
し
た
。

林
局
長
か
ら
は
「
交
渉
で
は
、

交
渉
を
行
い
、
要
求
書
の
提

出
と
交
渉
を
通
じ
て
、
生

活
・
職
場
で
感
じ
て
い
る
不

安
や
不
満
を
当
局
に
ぶ
つ

 

模
擬
団
体
交
渉
で
は
、
前

段
の
要
求
書
づ
く
り
で
出
さ

れ
た
要
求
項
目
を
、
休
暇
、

賃
金
、
職
場
環
境
、
人
員
の

４
つ
に
分
け
て
交
渉
を
行

い
、
項
目
ご
と
に
要
求
と
回

答
、
再
要
求
と
再
回
答
を
経

て
、
交
渉
の
振
り
返
り
や
論

点
整
理
を
通
し
て
、
参
加
者

全
体
で
学
習
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
実
態
を
根
拠
に

し
た
要
求
に
対
し
、
上
手
く

 
  
小松島市職（徳島）より、子

の看護休暇拡充のたたかいを
取り上げます。 
子の看護休暇の対象が「中学

校就学前までの子」となってい
る小松島市職。中学生の子ども
が病院に行くときの付き添い
は年休で対応しています。そん
な中、県本部からの独自要求闘
争の提起を受けて、単組の役員
会で提起をしますが、日々の家
事、育児、業務で手一杯の役員
は後ろ向きな様子。それでも声
を上げないと何も変わらない、
と意思統一をして、実態調査や
交渉に臨みます。 

↑
 

講
演
中
の
川
本
淳
さ
ん 

基調講演（初日）の講師決定‼ 
 

           伊藤 修さん 
            埼玉大学名誉

教授 1956年生
まれ。 

            「この社会を変
える ～社会主
義という考え
～」著者 
 
平易な言葉で

今の私たちの身の回りの不条理（高
ストレス・自己責任で「もっと頑張
れ」と頑張らされる社会）に警鐘を
鳴らし、具体的なグラフ等も示しな
がら私たち（公務）労働者に何が起
きてきたか等についてご講演いた
だきます。 

 

 

要求・交渉に取り組むにあたっては、

何が課題（問題）なのか、何を要求して

いくのか、みんなで議論してほしい。 

そして、１度要求してダメだったとして

も、粘り強く要求を続けてほしい。それ

自体が組織強化につながる。 

制
度
上
の
知
識
も
大
事
だ

が
、
口
説
き
方
、
熱
意
、
必

要
性
も
大
事
。
特
に
権
利
面

は
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
に
確
信
を
も
っ
て
要
求

生活・職場実態討論から要求書づくり 

し
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
い

た
だ
き
、
実
態
点
検
か
ら
要

求
を
積
み
上
げ
、
声
を
上
げ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
参
加
者

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。 

模擬団体交渉で職場実態を訴える参加者 

24th 実行委員会ニュース 24th 実行委員会ニュース

スローガン：交流し、まなびあい、あらゆる合理化を跳ね返し、地方自治確立にむけ産別闘争を組織しよう！


